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今週木曜日、町のスクールカウンセラーの佐藤恭子先生の講話がありました。「ひとり

ひとりの違いを認め合おう」というテーマで、前半は恭子戦からのお話をいただきました

が、後半は「無人島脱出」というテーマで班ごとに話し合いをしました。 

自分の考えをまとめたのち、班ごとに話し合

いを持ちましたが、考えは人それぞれ。その意

見を話し合いでまとめることは、決して容易な

ことではありません。とは言いながら、相手の

いいところを見つけ、班の意見をまとめていく

姿はとても微笑ましく感じられました。 

（右の写真は、３年代表で発表してくれた班

の話し合いの様子です。悩まし気な雰囲気が伝わってきます）。 

あれは１年前のことでした。外国に⾏く船が沈没し、ほとんどの⼈はたすかりませんで

したが、６⼈だけが無⼈島にたどり着きました。 

それから１年。６⼈は毎⽇のように⽇本に帰るためのいかだを作り、やっと完成しまし

た。「これで1か⽉後には⽇本に帰れるぞ」と、みんな踊り上がって喜びましたが、しば

らくして⼤きな問題に気付きました。 

⽔は飲めますが、⾷料を積むと５⼈しか乗れません。⽔と⾷料と６⼈全員が乗れる⼤き

ないかだを作りなおすのには、１年以上かかります。しかも１⼈は重い病気にかかって動

けません。どうしたら良いのでしょうか。 

ア 病気の⼈と看病する⼈の２⼈が島に残り、４⼈が⾷料と⽔を積んだいかだに乗る。 

イ くじ引きで1⼈が島に残り、病気の⼈も⼊れて５⼈が⾷料と⽔を積んだいかだに乗る。 

ウ ⾷料は積まず、６⼈全員が⽔だけ積んだいかだに乗る。 

エ ⼤きないかだを作り直すまで６⼈全員が島に残る。 



さて、皆さんの学習定着度はいかに？？ 

来週の木曜日に「全国学力学習状況調査」が実施されます。１組、２組とも、最近の学

級通信では「学習特集」を組むなど、意識の高揚を図っている様子が伝わってきます。昨

年度は、コロナ対応で本校では実施できませんでしたので、形式が変わった調査は、今年

度が初めてとなります。非常に文書量の多い調査（テスト）で、実力テストとはまた違っ

た難しさがあります。本日、国語科では実際に授業の中で練習しましたし、数学科では事

前に昨年度の問題を配布して取り組ませるなど、学力調査に向けて対応を進めていると

ころです。 

この調査で大切なのは、「自分の考えや意見・答えをしっかりと示すこと」＝「回答欄

の空欄を作らないこと」です。しかも、難しいとはいえ、これからの時代を生きていく皆

さんにとって「必要な力」であるという認識で行われている調査でもあります。皆さんに

は、この週末を使ってぜひ練習してほしいと思いますし、お家の方にも一回問題を見てい

ただければ、昔の入試とは問題が大きく変わっている様子がご理解いただけると思いま

す。 

進路情報 米沢興譲館オープンスクールご案内 

 夏のオープンスクール第１弾として、米沢興譲館

のオープンスクール案内が届いております。実施日

が本校の終業式の日になっており、午前中の市外生

徒指定のコースに参加できないことから、午後の市

内生徒コースに参加させていただくことで調整をし

ました。（詳しくはお子さんに資料を配布しましたの

でご一読ください） 

平日の午後になりますので、お家の方に送迎いた

だけない場合は、ＪＲ米坂線を利用して、自分の足

で参加することになります。校内申し込み締め切り

を６月１４日（月）に設定しましたので、ご希望が

ありましたら、期日まで申し込み表を担任までご提出ください。 

また、今後もこのようなオープンスクールの案内が、各学校から届くと思います。締め

切りを添えて随時情報を発信しますので、３年生の皆さんには積極的に参加して、各校の

特徴や雰囲気を直接学び、感じてきてほしいと思います。お手数ではありますが、お家の

方には、送迎の対応などご協力をよろしくお願いします。 

   


